
！口
１
歴
史
的
背
景

説
一
説
有
部
（
以
下
略
し
て
、
有
部
）
の
歴
史
の
背
景
と
し
て
、

シ
ュ
ン
ガ
朝
・
カ
ー
ン
ヴ
ァ
朝
の
時
代
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
シ
ャ

カ
・
パ
フ
ラ
ヴ
ァ
、
ク
シ
ャ
ー
ナ
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
イ
ン
ド

史
の
大
勢
、
そ
の
時
期
に
お
け
る
イ
ン
ド
仏
教
の
歴
史
的
展
開
の

大
略
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
筆
者

の
旧
稿
（
佼
成
出
版
社
刊
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
』
イ
ン
ド
篇
Ⅱ
の
第
四
、

五
章
）
は
手
軽
に
概
要
を
知
る
役
に
立
つ
と
思
う
が
、
進
ん
で

向
・
ラ
モ
ー
ト
の
労
作
（
閏
“
§
『
の
旨
盲
屋
注
匡
“
日
の
旨
昌
①
国
ゞ
Ｐ
Ｃ
屋
‐

ぐ
ぃ
目
》
ら
用
ゞ
英
訳
冨
呉
Ｏ
ｑ
Ｏ
自
己
菌
自
切
巨
注
三
ｍ
日
》
Ｆ
ｏ
屋
く
い
旨
〕
ら
弱

の
第
四
、
五
章
）
な
ど
を
旙
か
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。

研
究
ノ
ー
ト新

た
に
説
一
切
有
部
研
究
を
志
す
人
の
た
め
に

｜
説
一
説
有
部
の
歴
史

右
の
拙
稿
の
中
で
、
有
部
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
使
用
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
（
層
屍
や
巴
は
ラ
モ
ー
ト
「
イ

ン
ド
仏
教
史
』
の
第
六
章
第
二
節
第
一
項
（
特
に
ｇ
臼
吟

段
中
、
あ
た
り
）
に
よ
っ
て
修
補
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

有
部
勢
力
の
地
理
的
分
布
に
つ
い
て
拙
稿
（
や
隠
巴
に
記

す
と
こ
ろ
は
、
ラ
モ
ー
ト
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
（
ｇ
望
煕

、
望
‐
巴
や
宮
本
正
尊
『
大
乗
と
小
乗
」
（
八
雲
書
店
、
昭

和
十
九
年
）
の
第
五
篇
第
三
章
第
三
節
含
句
弓
以
下
）
、

平
川
彰
『
イ
ン
ド
仏
教
史
」
上
巻
（
春
秋
社
、
昭
和
四
十
九

年
、
弓
自
ｇ
‐
巴
の
記
述
が
そ
れ
と
関
連
す
る
。

有
部
が
そ
の
一
つ
と
し
て
あ
る
と
こ
ろ
の
「
小
乗
十
八
部
」
あ

る
い
は
「
二
十
部
」
と
数
え
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
部
派
」
な
る
も

の
の
実
態
に
は
、
よ
く
わ
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
多
い
。
す
べ
て
の
部

櫻

部

建
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派
を
同
類
と
し
て
ひ
と
し
な
み
に
扱
う
こ
と
は
確
か
に
誤
り
で
あ

る
。
あ
る
も
の
は
独
自
な
三
蔵
（
経
・
律
・
論
）
を
保
持
し
独
自

な
僧
院
と
そ
こ
に
住
す
る
僧
衆
を
有
し
た
社
会
的
な
存
在
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
が
、
あ
る
も
の
は
た
だ
教
法
の
理
解
の
傾
向
を
共
に
す

る
人
々
の
結
び
つ
き
に
過
ぎ
ず
む
し
ろ
学
派
と
か
学
流
と
か
呼
ば

れ
る
方
が
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
あ
る
も
の
は

単
に
地
理
的
に
遠
隔
で
あ
っ
た
た
め
に
お
の
ず
か
ら
分
立
し
た
集

団
で
あ
っ
た
し
、
あ
る
も
の
は
有
力
な
指
導
者
が
出
現
し
た
た
め

に
そ
の
も
と
に
集
ま
っ
た
人
々
が
や
が
て
一
派
を
形
成
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
諸
派
は
そ
の
成
立
の
事
情
も
そ
の
実

態
も
様
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
独
自
な
三
蔵
を
伝
持
し
独

自
な
僧
団
を
成
し
独
自
な
教
学
を
発
展
さ
せ
た
部
派
は
必
ず
し
も

多
く
な
く
、
多
分
、
数
個
を
い
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
有
部
は
、
単
に
そ
れ
ら
主
要
な
部
派
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う

に
と
ど
ま
ら
ず
、
お
そ
ら
く
そ
の
中
で
教
学
的
に
は
最
も
有
力
な

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
最
も
多
量
な
文
献
を
こ
ん
に
ち
に
遣

し
、
最
も
多
く
の
記
録
に
そ
の
跡
を
留
め
て
い
る
。

２
有
部
の
成
立

有
部
の
成
立
は
い
つ
ご
ろ
ど
の
地
域
に
お
い
て
か
、
そ
の
祖
と

呼
び
得
る
ほ
ど
の
人
が
あ
る
な
ら
そ
れ
は
誰
か
、
説
一
切
有
部
と

い
う
名
は
み
ず
か
ら
そ
う
呼
穂
し
た
の
か
他
か
ら
そ
う
呼
び
習
わ

さ
れ
た
も
の
が
名
穗
と
し
て
定
着
し
た
の
か
、
な
ど
の
点
に
つ
い

て
確
か
な
こ
と
は
何
一
つ
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
他
は
な
い
。

有
部
を
中
心
と
し
て
伝
え
ら
れ
他
の
北
方
諸
部
派
に
も
広
く
知

ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
異
世
の
五
師
」
の
伝
承
（
宮
本
、
上
掲
耆
唱

弓
興
お
岸
脚
平
川
、
上
掲
書
君
巨
甲
鰐
ラ
モ
ー
ト
、
上
掲
書
弓

隠
中
ｇ
〕
司
？
己
が
、
そ
の
第
五
師
ウ
パ
グ
プ
タ
の
あ
と
を
承
け

て
有
部
な
ど
五
部
の
分
立
（
い
わ
ゆ
る
「
同
世
の
五
師
」
）
を
生
じ

た
と
し
て
い
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
有
部
は
自
ら
の
分
立
の
年
代
を

釈
迦
牟
尼
硬
後
百
な
い
し
百
五
十
年
く
ら
い
と
見
て
い
た
、
と
考

え
ら
れ
る
。
パ
ー
リ
語
に
よ
る
南
方
上
座
部
の
伝
承
が
ウ
パ
グ
ッ

タ
に
つ
い
て
伝
え
る
年
代
と
こ
こ
の
第
五
祖
ウ
パ
グ
プ
タ
の
そ
れ

と
は
ほ
ぼ
契
合
す
る
。

ウ
パ
グ
プ
タ
に
次
ぐ
第
六
祖
（
し
た
が
っ
て
分
立
し
た
有
部
に
と

っ
て
の
初
祖
）
と
し
て
い
く
つ
か
の
有
部
系
の
典
籍
（
Ｔ
二
○
四
三

巻
七
、
Ｔ
一
四
五
一
巻
四
○
）
が
そ
の
名
を
伝
え
る
デ
ィ
ー
テ
ィ
カ

は
、
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
史
に
も
五
百
の
阿
羅
漢
を
率
い
て
悪
王
を
教

化
す
る
師
と
し
て
登
場
す
る
か
ら
、
あ
る
い
は
実
在
し
た
人
か
も

し
れ
な
い
（
ラ
モ
ー
ト
、
上
掲
言
弓
』
名
蕗
＄
参
照
）
が
、
総
じ
て

部
派
の
成
立
に
つ
い
て
の
伝
承
は
、
有
部
の
場
合
に
限
ら
ず
い
ず

れ
も
、
胃
の
且
○
‐
言
鴛
○
月
巴
で
あ
る
。
結
局
、
有
部
史
上
に
お

い
て
確
か
な
存
在
と
し
て
最
初
に
捉
え
得
る
の
は
ヴ
ァ
ス
ミ
ト
ラ
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（
世
友
）
で
あ
り
、
次
い
で
カ
ー
ト
ヤ
ー
ヤ
ニ
ー
プ
ト
ラ
（
迦
多

桁
尼
子
、
迦
栴
延
子
）
で
あ
る
。

世
友
は
「
仏
滅
三
百
年
代
の
初
め
」
の
人
と
伝
え
る
（
Ｔ
一
八

一
二
巻
一
）
。
「
品
類
論
」
（
Ｔ
一
五
四
二
）
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ

（
も
っ
と
も
、
「
大
智
度
論
」
Ｔ
一
五
○
九
巻
二
で
は
、
『
品
類
論
』
の
半

分
は
別
な
論
師
の
作
と
す
る
）
、
玄
葵
所
伝
に
よ
れ
ば
「
界
身
論
」

（
Ｔ
一
五
四
○
）
の
作
者
で
も
あ
る
。
「
品
類
論
」
の
述
作
は
ガ
ン

ダ
ー
ラ
の
故
都
プ
シ
ュ
カ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
一
塔
院
で
な
さ
れ

た
、
と
「
西
域
記
』
（
Ｔ
二
○
八
七
巻
二
）
は
伝
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
「
発
智
論
」
（
Ｔ
一
五
四
三
、
Ｔ
一
五
四
四
）
の
著
者
迦
多
桁
尼

子
の
年
代
を
同
じ
玄
葵
系
の
伝
承
（
Ｔ
二
○
八
七
巻
五
、
Ｔ
一
八
二

一
巻
一
、
続
一
・
八
三
・
二
）
は
「
仏
滅
三
百
年
」
と
す
る
。
『
西

域
記
』
に
よ
れ
ば
そ
の
『
発
智
論
」
述
作
は
チ
ー
ナ
ブ
ク
テ
ィ

（
現
在
の
ァ
ム
リ
ッ
ッ
ァ
ー
ル
近
辺
）
の
一
僧
院
に
お
い
て
で
あ
っ

た
と
い
う
。

『
大
毘
婆
沙
論
」
（
Ｔ
一
五
四
五
）
や
「
倶
舎
論
」
（
Ｔ
’
五
五

八
）
に
「
本
論
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
が
多
く
「
発
智
論
』

（
時
に
は
「
品
類
論
』
な
ど
）
で
あ
る
（
渡
辺
楳
雄
『
有
部
阿
毘
達
磨

論
の
研
究
」
平
凡
社
、
昭
和
二
十
九
年
、
弓
臼
‐
忠
）
と
こ
ろ
か
ら

も
、
や
が
て
六
「
足
」
論
に
対
す
る
発
智
「
身
」
論
と
い
う
考
え

方
が
生
ま
れ
る
（
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
「
倶
舎
論
疏
』
弓
○
四
冨
国
＆

弓
め
》
旨
）
と
こ
ろ
か
ら
も
、
世
友
の
『
品
類
論
」
を
先
駆
と
し

た
迦
多
桁
尼
子
の
「
発
智
論
』
の
出
現
を
も
っ
て
有
部
の
教
学
的

自
立
の
時
と
見
る
の
は
至
当
で
あ
ろ
う
。

「
説
一
切
有
部
（
〃
す
べ
て
が
あ
る
と
説
く
者
〃
）
」
の
名
穂
が
い

つ
い
か
に
し
て
用
い
ら
れ
始
め
た
か
は
よ
く
解
か
ら
な
い
が
、
そ

ダ
ル
マ

れ
が
こ
の
部
派
の
教
学
説
の
基
礎
と
も
い
う
べ
き
「
法
の
理
論
」

（
Ｏ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
著
、
佐
々
木
現
順
訳
「
仏
教
哲
学
の
諸
問
題
』

清
水
弘
文
堂
、
昭
和
五
十
一
年
、
第
七
章
。
こ
の
訳
書
で
は
ロ
言
員
‐

日
四
号
①
○
号
の
語
を
「
法
理
説
」
と
訳
し
て
い
る
）
に
由
来
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
「
法
の
理
論
」
を
予
想
し
た
術
語

が
最
も
初
期
の
有
部
論
害
（
稗
迦
牟
尼
の
直
弟
子
の
作
に
帰
せ
ら
れ

て
い
る
『
集
異
門
論
』
（
Ｔ
一
五
三
六
）
や
『
法
臨
論
』
（
Ｔ
一
五
三
七
）

な
ど
）
に
も
す
で
に
見
え
る
と
い
う
事
実
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

論
の
現
形
態
に
は
後
代
の
加
筆
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
。
切
有
」
の
主
張
の
確
か
な
萠
芽
は
や
は
り
『
識
身
論
』

目
乾
連
穂
（
Ｔ
一
五
三
九
巻
一
、
二
）
に
お
い
て
初
め
て
見
ら
れ
る

と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
品
類
論
』
を
経
て
「
発
智
論
」
に

至
っ
て
教
学
説
の
基
礎
理
論
と
し
て
確
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
同
時
に
説
一
切
有
部
の
呼
称
が
定
着
し
た
に
違
い
な
い
。

３
そ
の
発
展

そ
の
後
の
発
展
し
た
有
部
の
教
会
史
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
伝

1，
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え
る
纒
ま
っ
た
資
料
は
な
い
か
ら
、
仙
有
部
自
身
の
遣
し
た
典
籍
、

②
そ
の
他
の
経
・
律
・
論
・
釈
・
史
伝
、
③
考
古
学
的
遺
品
（
主

と
し
て
金
石
文
）
、
㈱
中
国
よ
り
の
求
法
僧
の
旅
の
記
録
な
ど
か
ら
、

断
片
的
な
記
述
を
綜
合
し
て
知
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
綜

合
的
考
察
を
通
し
て
教
会
史
的
側
面
か
ら
有
部
の
歴
史
を
究
明
し

た
業
績
は
多
く
な
い
が
、
静
谷
正
雄
『
小
乗
仏
教
史
の
研
究
」
第

六
章
（
百
華
苑
、
昭
和
五
十
三
年
）
や
上
掲
の
両
・
ラ
モ
ー
ト
「
イ

ン
ド
仏
教
史
」
第
六
章
第
一
節
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、
①
部
派
の
分
裂
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
け
っ
し
て
教
団

（
在
家
者
を
含
ん
だ
仏
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
）
の
分
裂
で
な
く
、
実

質
的
に
は
僧
衆
の
中
の
分
立
あ
る
い
は
教
義
理
解
の
相
違
に
過
ぎ

な
か
っ
た
、
②
部
派
相
互
は
教
会
的
あ
る
い
は
抗
争
的
対
立
関
係

に
あ
っ
た
の
で
な
く
、
し
ば
し
ば
同
じ
僧
院
の
中
に
異
な
っ
た
部

派
の
メ
ン
バ
ー
が
共
住
し
て
い
た
、
な
ど
の
事
実
に
は
注
意
し
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。

顕
著
な
（
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
考
察
の
対
象
と
な
る
べ
く
い

く
ぶ
ん
か
の
資
料
の
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
）
史
的
存
在
と
し

て
は
ヴ
ァ
ス
ミ
ト
ラ
（
『
異
部
宗
輪
論
』
の
著
者
と
し
て
の
）
・
ダ
ル

マ
ト
ラ
ー
タ
（
法
救
）
・
パ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
（
脇
）
・
ア
シ
ユ
ヴ

ァ
ゴ
ー
シ
ャ
（
馬
鳴
）
ら
が
あ
る
。

「
宗
輪
論
」
（
Ｔ
二
○
三
一
－
三
三
、
Ｐ
五
六
三
九
）
の
著
者
世
友

（
玄
美
系
の
伝
承
は
「
仏
滅
四
百
年
」
の
人
と
す
る
）
は
『
品
類
論
」

の
作
者
世
友
と
確
か
に
別
人
で
あ
る
が
、
『
大
毘
婆
沙
論
」
（
Ｔ
一

五
四
五
）
に
し
ば
し
ば
そ
の
説
が
引
か
れ
る
世
友
（
赤
沼
智
善
『
印

度
仏
教
固
有
名
詞
辞
典
』
弓
製
甲
己
は
そ
の
何
れ
に
当
る
の
か
。

あ
る
い
は
何
れ
で
も
な
い
か
。
『
尊
婆
須
蜜
菩
薩
論
」
（
Ｔ
一
五
四

九
）
の
作
者
は
ど
う
か
。
山
田
龍
城
『
大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』

第
二
部
第
三
章
（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
三
十
四
年
）
に
そ
れ
ら
に
つ

い
て
考
察
が
見
え
る
。

法
救
の
名
も
種
々
な
場
に
登
場
す
る
。
「
大
毘
婆
沙
論
」
に
所

説
が
引
か
れ
る
論
師
（
赤
沼
辞
典
署
虐
亀
土
》
区
も
‐
ご
）
、
「
ウ

ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
」
の
編
者
（
中
村
元
冒
重
の
こ
と
ば
感
興
の
こ

と
ば
』
岩
波
文
庫
、
己
三
宅
参
照
）
、
『
雑
阿
毘
曇
心
論
」
（
Ｔ
一
五
五

二
）
の
作
者
、
な
ど
と
し
て
で
あ
る
。
上
掲
山
田
博
士
の
考
察
は

こ
の
法
救
の
問
題
に
も
及
ん
で
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
林
蕊
光
に

よ
る
論
考
Ｐ
旨
巨
‐
百
目
侭
“
局
昌
の
‐
日
ｇ
ｏ
月
烏
置
く
目
の
百
》

顧
鳥
」
こ
ら
〕
弓
巴
今
韻
こ
も
あ
る
。

脇
（
脅
と
も
書
く
）
が
カ
ニ
シ
ュ
カ
王
治
下
の
人
で
あ
り
『
大

毘
婆
沙
論
」
の
編
集
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
諸
文
献
（
『
大
智
度
論
』

巻
九
九
、
『
西
域
記
』
巻
二
、
Ｔ
二
○
五
八
『
付
法
蔵
因
縁
伝
』
巻
五
、

Ｔ
二
○
四
六
「
馬
鳴
菩
薩
伝
」
）
に
見
え
る
。
そ
の
所
説
は
「
大
毘

婆
沙
論
」
に
し
ば
し
ば
引
か
れ
て
い
る
（
赤
沼
辞
典
弓
嶋
電
‐
ｇ
）
。
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馬
鳴
は
、
脇
に
よ
っ
て
（
『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
）
あ
る
い
は
脇
の
弟
子

に
よ
っ
て
（
『
付
法
蔵
因
縁
伝
」
）
仏
教
に
導
か
れ
た
と
さ
れ
、
有
部

お
よ
び
カ
ニ
シ
ュ
カ
に
関
係
が
深
い
が
、
そ
の
所
属
の
部
派
に
つ

い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
見
解
は
多
岐
で
あ
る
（
金
倉
圓

照
『
馬
鳴
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
四
一
年
。
佐
々
木
教
悟
『
イ
ン

ド
仏
教
』
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
六
二
年
、
第
三
章
。
本
庄
良
文
「
馬
鳴
詩

に
現
れ
た
経
量
部
説
」
印
仏
研
調
１
１
所
収
）
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

馬
鳴
の
文
学
者
と
し
て
の
在
り
方
が
個
々
の
部
派
を
越
え
た
も
の

を
も
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
（
平
川
、
佐
々
木
）
、
ま
た
、
偉
大

な
著
述
家
ら
（
馬
鳴
、
世
親
、
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
Ｔ
一
五
四
八
の
著

者
、
な
ど
）
は
自
由
に
諸
派
の
教
学
説
を
選
び
と
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
（
ラ
モ
ー
ト
）
て
い
る
。

そ
の
他
の
有
部
諸
論
師
や
部
内
の
諸
分
派
や
教
学
説
の
上
で
関

わ
り
の
あ
っ
た
他
部
派
な
ど
の
名
は
、
浩
織
な
『
大
毘
婆
沙
論
」

の
随
処
に
見
え
る
。
こ
の
論
は
『
発
智
論
』
の
註
釈
書
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
る
が
、
一
面
、
部
内
部
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
学
説
の

集
大
成
と
い
っ
た
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ヴ
ア
イ
バ
ー
シ
カ

（
「
毘
婆
沙
師
」
の
名
は
こ
の
論
に
由
来
す
る
に
相
違
な
い
が
、

そ
れ
は
有
部
自
体
の
一
異
名
と
解
し
て
よ
い
か
、
そ
れ
と
も
、
有

部
内
に
あ
っ
て
特
に
こ
の
論
に
依
拠
す
る
態
度
を
持
し
た
一
類
の

人
々
を
そ
う
呼
ぶ
と
見
る
べ
き
か
。
）

有
部
は
大
き
く
発
展
し
た
か
ら
、
そ
の
部
内
に
様
々
な
傾
向
の

類
派
を
包
含
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
「
大
毘
婆

沙
論
」
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
も
の
と
し
て
は
髻
嚥
者
・
分
別
論

者
・
西
方
師
・
外
国
師
・
迦
渥
弥
羅
国
毘
婆
沙
師
ら
が
あ
る
。
髻

嶮
者
と
の
ち
の
経
量
部
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
高
井
観
海
『
小

乗
仏
教
概
論
」
第
十
九
章
（
文
政
堂
、
昭
和
三
年
）
・
加
藤
純
章

「
経
量
部
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
平
成
元
年
）
な
ど
の
労
作
が
あ
る
。

４
有
部
の
典
籍

有
部
が
こ
ん
に
ち
に
遺
し
た
典
籍
と
し
て
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
論

書
が
圧
倒
的
に
多
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
わ
れ
わ
れ
の
手
に
し
得

テ
ー
ラ
ヴ
ア
ー
ダ

る
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
害
の
中
、
南
方
諸
国
に
伝
わ
っ
た
上
座
部
の

パ
ー
リ
語
ア
ビ
ダ
ン
マ
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
全
部
が
有
部
の
論
典

で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
大
正
大
蔵
経
毘
曇
部
（
Ｔ
一
五
三

六
－
六
三
）
の
う
ち
「
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
」
を
除
く
二
十
七
部
が

そ
れ
で
あ
る
（
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
を
有
部
の
論
書
と
見
て
よ
い
こ
と
、

後
説
）
。
原
文
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
で
遣
る
も
の
は
多
く
な
い
が
、

そ
の
中
に
『
倶
舎
論
」
お
よ
び
そ
の
註
釈
（
上
掲
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ

疏
）
が
あ
る
の
は
幸
い
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
『
法
穂
論
」

『
施
設
論
』
（
Ｔ
一
五
三
八
Ｐ
五
五
八
七
－
九
）
お
よ
び
『
品
類
論
』

の
各
断
片
と
、
作
者
不
明
の
罪
冨
昼
冨
局
日
四
‐
計
冒
（
『
ア
ビ
ダ
ル
マ

の
と
も
し
び
』
）
お
よ
び
そ
の
釈
く
ぎ
厨
箇
冒
号
冨
く
『
己
（
『
釈
論
．
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毘
婆
沙
の
輝
き
」
）
の
半
分
ほ
ど
と
が
存
す
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と

し
て
は
、
右
に
挙
げ
た
「
施
設
論
」
、
『
倶
舎
論
」
お
よ
び
そ
の
註

釈
類
、
「
入
阿
毘
達
磨
論
」
と
そ
の
註
釈
な
ど
が
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵

経
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
Ｐ
五
五
八
七
’
五
五
九
九
、
五
八
七
五
）
。

大
正
大
蔵
経
阿
含
部
の
中
、
『
中
阿
含
経
」
（
Ｔ
二
六
）
と

『
雑
阿
含
経
』
（
Ｔ
九
九
）
と
は
た
し
か
に
有
部
の
系
統
に
お
い
て

伝
持
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
含
ま
れ
る
阿
含

経
典
（
赤
沼
智
善
「
漢
巴
四
部
四
阿
含
互
照
録
』
破
塵
閣
書
房
、
昭
和

四
年
、
弓
画
駅
‐
巴
も
有
部
系
の
も
の
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
で

こ
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
阿
含
や
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
回
収
さ
れ
て
ヴ

ァ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
博
士
を
中
心
と
し
た
人
々
に
よ
っ
て
次
々
と

校
刊
さ
れ
た
阿
含
部
の
諸
経
典
の
中
の
多
く
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
が
「
根
本
」
説
一
切
有
部
所
伝
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
か
ら
、
説
一
切
有
部
と
根
本
説
一
切
有
部
と
の
別
（
ド
・
ヨ
ン

グ
「
説
一
切
有
部
お
よ
び
根
本
説
一
切
有
部
の
経
蔵
」
巨
陛
目
鴨
②
堅
旨
‐

臼
四
日
の
日
の
用
自
切
ゞ
后
尉
“
所
収
）
が
こ
こ
で
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。
根
本
有
部
と
は
、
古
く
か
ら
マ
ト
ゥ
ラ
ー
地
方

に
在
っ
た
有
部
勢
力
が
の
ち
に
（
カ
ニ
シ
ュ
ヵ
以
後
の
い
つ
頃
か
か

ら
）
「
根
本
」
有
部
を
名
乗
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
・

後
期
の
有
部
史
の
中
で
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
を
中

心
と
し
た
毘
婆
沙
師
と
あ
い
並
ん
で
有
部
系
の
二
大
派
を
な
し
た

Ｐ
・
罰
①
ロ
○
屋
①
こ
国
匡
○
園
呂
Ｆ
）
言
号
０
両
め
巴
名
の
麗
駕
》
山
本
智
教

訳
『
イ
ン
ド
学
大
事
典
』
第
三
巻
二
一
三
頁
）
と
い
え
る
の
か
も
知
れ

な
い
（
奈
良
康
明
「
仏
教
史
Ｉ
」
第
四
章
七
、
山
川
出
版
社
、
昭
和
五

四
年
）
。
漢
文
訳
の
有
部
律
典
に
も
『
十
調
律
」
系
の
諸
律
典
（
Ｔ
一
四

三
五
’
一
四
四
一
）
と
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
系
の
諸
律

典
（
Ｔ
一
四
四
二
’
一
四
五
九
）
と
が
あ
る
。
後
者
に
は
（
Ｔ
一
四

五
二
、
五
三
を
除
き
）
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
も
存
す
る
（
Ｐ
一
○
三
○
’

一
○
三
五
。
漢
文
訳
を
欠
き
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
み
存
す
る
も
の
、
Ｐ
一
○

三
六
、
三
七
、
も
あ
る
）
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
で
存
す
る
纒
っ

た
も
の
と
し
て
は
巨
己
尉
閏
副
豊
ぐ
乱
甲
く
目
昌
煙
く
閉
言
（
冨

口
巨
再
国
喧
詳
冨
四
国
易
日
巷
ぢ
く
ｇ
自
勺
閂
巨
垈
〕
陣
旨
侭
胃
】
５
９
）
が

あ
る
。説
話
文
学
や
仏
伝
文
学
の
分
野
で
は
、
目
ぐ
菌
ぐ
且
習
煙
が
根

本
有
部
律
中
に
含
ま
れ
る
説
話
の
多
く
と
関
連
す
る
（
大
谷
甘
殊

爾
勘
同
目
録
唱
也
ｇ
ム
Ｅ
参
照
）
。
Ｆ
島
国
く
尉
薗
国
も
大
乗
的
色
彩

が
濃
い
が
本
来
は
有
部
の
害
で
あ
る
。
巨
昌
習
閏
目
弓
自
画
‐

め
ヨ
目
》
○
四
言
名
画
口
笛
扇
且
国
（
そ
の
校
刊
は
い
ず
れ
も
上
記
ヴ
ァ
ル

ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
博
士
の
業
績
）
な
ど
の
仏
伝
経
典
も
根
本
有
部
律
中

の
仏
伝
の
要
素
と
内
容
的
に
共
通
す
る
。
ま
た
「
阿
育
王
伝
」

（
Ｔ
二
○
四
二
）
『
阿
育
王
経
』
（
Ｔ
二
○
四
三
）
な
ど
の
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瞭
○
厨
く
且
習
四
も
有
部
系
の
所
伝
と
見
ら
れ
る
。

パ
ー
リ
経
蔵
の
中
の
口
冨
日
日
四
冒
烏
に
対
応
す
る
有
部
の
所

伝
が
、
法
救
に
よ
っ
て
纒
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
ご
断
口
四
ぐ
ゆ
‐

侭
画
（
扁
国
巨
侭
の
鴨
胃
目
く
○
口
両
罵
目
冨
ａ
》
○
○
昌
品
①
画
》
患
＄
》
中
村

元
訳
『
感
興
の
こ
と
ば
」
岩
波
文
庫
）
で
あ
り
、
漢
文
大
蔵
経
の
中

に
は
『
法
集
要
頌
経
」
（
Ｔ
二
一
三
。
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
は
Ｐ
九
九
二
）

と
し
て
存
す
る
。
こ
こ
で
も
有
部
と
根
本
有
部
と
の
相
違
が
語
ら

れ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
は
有
部
系
の
所
伝
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
は

根
本
有
部
系
の
所
伝
と
論
ず
る
人
も
あ
る
。

そ
の
著
者
に
擬
せ
ら
れ
る
世
友
が
何
ぴ
と
で
あ
る
に
も
せ
よ
、

『
異
部
宗
輪
論
』
（
寺
本
・
平
松
『
蔵
漢
和
三
訳
対
校
異
部
宗
輪
論
』

国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
九
年
改
版
）
が
有
部
系
の
所
伝
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
パ
ー
リ
上
座
部
の
所
伝
負
呉
冨
く
四
‐

切
冒
》
冒
冒
く
四
日
の
四
ゞ
三
“
旨
く
四
日
的
煙
ゞ
南
伝
大
蔵
経
第
研
、
昭
、
帥
巻
）
、
大

衆
部
の
所
伝
（
Ｔ
一
四
六
五
『
舎
利
弗
問
経
』
）
な
ど
、
あ
る
い
は
バ

ヴ
ィ
ヤ
（
清
弁
）
・
ヴ
ィ
ニ
ー
タ
デ
ー
ヴ
ァ
（
調
伏
天
）
の
所
伝
な

ど
と
比
較
す
る
と
、
諸
部
派
分
立
の
経
過
に
つ
い
て
伝
え
る
所
は

互
い
に
相
違
が
大
き
く
い
ず
れ
も
史
料
と
し
て
た
だ
ち
に
は
信
頼

で
き
な
い
が
、
諸
派
の
教
義
学
上
の
論
点
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
一

致
し
た
説
き
方
を
し
て
い
る
所
が
多
い
。

１
研
究
の
順
序

有
部
の
教
学
説
に
は
長
い
段
階
的
発
展
の
歴
史
が
あ
る
。
だ
か

ら
、
そ
れ
に
対
す
る
研
究
の
方
法
と
し
て
は
、
①
、
ま
ず
有
部
系

阿
含
経
典
の
教
説
の
整
理
・
理
解
か
ら
始
め
て
、
次
に
、
主
と
し

て
経
典
に
対
す
る
直
接
の
釈
義
を
内
容
と
す
る
初
期
の
論
書
に
進

み
、
さ
ら
に
こ
の
部
派
独
特
の
教
学
説
を
発
展
さ
せ
て
い
る
中
期

の
諸
論
耆
に
入
り
、
そ
し
て
、
発
達
し
た
教
学
説
を
組
織
立
て
て

整
然
と
論
述
し
て
い
る
後
期
論
害
に
及
ぶ
、
と
い
う
よ
う
に
歴
史

的
展
開
の
跡
を
辿
る
行
き
方
が
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
②
、
中
期
の
論
耆
の
中
で
、
こ
の
部
派
の
学

説
を
初
め
て
集
成
し
て
（
な
お
非
体
系
的
に
で
は
あ
る
が
）
提
示

し
た
点
で
重
要
で
あ
り
そ
れ
に
よ
っ
て
有
部
が
教
学
的
独
立
を
果

た
し
た
と
さ
れ
る
（
そ
の
ゆ
え
に
そ
れ
は
有
部
内
で
し
ば
し
ば

「
本
論
」
と
呼
ば
れ
る
）
「
発
智
論
』
に
対
す
る
究
明
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
た
め
に
遡
っ
て
そ
の
先
駆
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
「
六

足
論
」
を
、
あ
る
い
は
降
っ
て
そ
の
展
開
と
し
て
の
「
倶
舎
論
』

な
ど
を
、
検
討
す
る
と
い
う
行
き
方
も
あ
る
。

し
か
し
、
最
も
実
際
的
な
方
法
は
や
は
り
、
③
、
『
倶
舎
論
』

を
正
確
に
読
む
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
で
あ
る
と
、
私
は
確
信
す

二
説
一
切
有
部
の
教
学
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る
。
側
、
入
門
書
と
し
て
ま
ず
『
七
十
五
法
名
目
』
を
読
む
と
か

『
倶
舎
論
頌
疏
」
か
ら
入
る
と
か
い
う
仕
方
は
こ
ん
に
ち
で
は
ほ

と
ん
ど
採
ら
れ
ま
い
が
、
そ
う
い
う
仕
方
は
や
は
り
よ
い
便
法
と

は
言
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
入
門
的
に
ま
ず
簡
易
な
小
部
な
も
の

を
読
む
と
い
う
な
ら
、
む
し
ろ
『
入
阿
毘
達
磨
論
」
に
依
る
が
よ

い
。
こ
れ
に
は
漢
文
訳
（
Ｔ
一
五
五
四
）
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
（
Ｐ
五

五
九
九
。
櫻
部
『
仏
教
語
の
研
究
』
文
栄
堂
、
昭
和
五
○
年
、
に
そ
の
和

訳
を
収
め
る
）
と
が
あ
り
（
冨
爵
ロ
罵
匡
の
昌
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語

訳
も
あ
る
）
、
註
釈
一
本
も
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
（
Ｐ
五
五
九
八
）
と
し

て
存
す
る
。

「
倶
舎
論
」
か
ら
入
る
の
を
〃
実
際
的
〃
だ
と
い
っ
た
の
は
、

第
一
に
、
そ
れ
が
聡
明
論
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
に
全
体
と
し
て
明
快

な
論
述
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
と
す
ぐ
れ
た
三
づ
の
翻

訳
（
Ｔ
一
五
五
八
、
Ｔ
一
五
五
九
、
Ｐ
五
五
九
こ
と
が
存
す
る
上
、

詳
細
な
註
釈
が
い
く
つ
も
あ
り
、
近
代
学
者
の
訳
業
や
研
究
も

種
々
出
て
い
て
、
あ
や
ま
た
ぬ
理
解
を
期
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
そ
の
原
文
と
玄
英
訳
（
Ｔ
一
五
五
八
）
と
を
対
読
す
る

修
練
が
、
た
だ
玄
葵
訳
と
し
て
の
み
し
か
存
し
な
い
他
の
多
く
の

有
部
論
耆
に
つ
い
て
も
、
本
文
の
正
し
い
読
み
と
り
と
文
意
の
正

し
い
理
解
を
可
能
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
「
倶
舎
論
」

は
そ
の
名
の
ご
と
く
（
倶
舎
Ⅱ
冒
留
は
「
辞
書
」
の
意
味
を
も
も
つ
）

一
種
の
阿
毘
達
磨
用
語
辞
典
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
精
読
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
緊
密
に
構
成
さ
れ
た
有
部
教
学
に
お
け
る
複
雑
な
術

語
組
織
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
述
語
の
語
義
を
正
し
く
把
握
し
得
る

か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
『
倶
舎
論
』
が
説
一
切
有
部
学
説
の
忠
実
な
祖
述
で

な
く
、
著
者
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（
世
親
）
の
経
量
部
的
立
場
か
ら

す
る
批
判
的
述
作
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
純
正
な
有
部
の

教
学
説
を
探
求
す
る
の
に
そ
れ
に
依
る
こ
と
は
不
適
切
で
な
い
か
、

と
い
う
見
方
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
倶
舎
論
」
が
有
部
ア
ビ
ダ
ル

マ
の
長
い
伝
統
を
承
け
て
成
っ
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で

カ
ー
リ
カ
ー

あ
り
、
そ
の
本
頌
（
学
説
を
き
わ
め
て
圧
縮
し
た
形
で
示
す
韻
文
の
部

分
）
の
内
容
に
有
部
主
流
の
学
説
と
あ
い
容
れ
難
く
背
馳
す
る
箇

処
は
稀
で
あ
る
。
時
折
世
親
独
自
の
見
解
が
披
瀝
さ
れ
る
の
は
お

バ
ー
シ
ヤ

お
む
ね
釈
論
（
本
頌
を
解
説
し
広
く
論
述
す
る
散
文
の
部
分
）
の
中
の

一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
要
な
注
意
さ
え
欠
か

な
け
れ
ば
、
有
部
の
体
系
的
教
義
学
説
を
知
る
た
め
に
先
ず
『
倶

舎
論
』
に
拠
る
こ
と
は
、
全
く
不
当
で
な
い
。

２
研
究
の
課
題

側
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
術
語
細
密
な
術
語
組
織
に
よ
っ
て
組

み
立
て
ら
れ
て
い
る
『
倶
舎
論
」
『
順
正
理
論
』
な
ど
の
よ
う
な

後
期
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
耆
を
読
む
た
め
に
は
、
数
多
い
術
語
の
意
味
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を
正
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
極
め
て

有
用
な
も
の
が
舟
橋
水
哉
・
一
哉
『
冠
導
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
索

引
」
と
平
川
彰
ほ
か
の
『
倶
舎
論
索
引
」
（
三
巻
）
で
あ
る
。

舟
橋
索
引
は
「
冠
導
本
」
に
収
め
ら
れ
た
玄
英
訳
「
倶
舎
論
」

の
た
い
へ
ん
精
密
な
索
引
。
初
め
は
単
行
本
の
形
で
出
た
（
法
蔵

館
、
昭
和
二
五
年
）
が
今
は
法
蔵
館
刊
『
冠
導
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』

（
三
冊
本
）
の
第
三
巻
の
末
尾
に
附
録
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

重
要
な
術
語
に
つ
い
て
は
そ
の
定
義
の
与
え
ら
れ
て
い
る
箇
処
を

特
に
示
し
て
あ
っ
て
、
玄
英
訳
諸
論
書
を
読
む
場
合
至
便
で
あ
る
。

な
お
「
冠
導
本
」
す
な
わ
ち
「
冠
導
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
（
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
の
学
僧
佐
伯
旭
雅
の
編
著
）
は
、
江
戸
時
代
ま
で

の
〃
倶
舎
学
″
の
成
果
を
集
大
成
し
て
そ
れ
を
頭
註
お
よ
び
傍
註

と
し
て
倶
舎
論
本
文
に
加
え
た
述
作
で
、
今
も
そ
れ
か
ら
学
び
得

る
所
は
多
大
で
あ
る
か
ら
、
倶
舎
論
学
習
を
志
す
者
に
と
っ
て
必

見
の
害
で
あ
る
。

平
川
索
引
（
昭
和
四
八
－
五
三
年
、
大
蔵
出
版
Ｋ
・
Ｋ
・
）
は
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
（
詞
即
且
冨
冒
“
際
三
澤
閂
日
幽
‐
百
獣
‐
罫
倒
亀
幽
〕

閣
冒
四
】
５
ｓ
）
か
ら
語
彙
を
取
っ
て
見
出
し
に
掲
げ
チ
ベ
ッ
ト
語

訳
・
眞
諦
訳
。
玄
英
訳
中
の
そ
れ
に
相
当
す
る
語
を
対
比
し
た
第

一
巻
（
プ
ラ
ダ
ン
本
の
正
誤
表
も
含
む
）
、
漢
語
の
側
か
ら
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
に
対
比
し
た
第
二
巻
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
側
か
ら
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
に
対
比
し
た
第
三
巻
よ
り
成
る
。
ま
こ
と
に
新
た
な

マ
ハ
ー
ヴ
ユ
ツ
ト
パ
ッ
テ
ィ

翻
訳
名
義
大
集
と
も
言
え
る
労
作
で
あ
る
し
、
初
学
者
に
と
っ
て

も
経
験
を
積
ん
だ
研
究
者
に
と
っ
て
も
至
便
の
宝
典
で
あ
る
。

術
語
の
語
義
を
知
る
上
に
よ
い
参
考
に
な
る
の
は
西
欧
の
学
者

の
採
択
し
た
訳
語
で
あ
る
。
ド
、
ラ
・
ヴ
ァ
レ
・
プ
サ
ン
の
偉
業

で
あ
る
『
倶
舎
論
」
全
巻
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
Ｐ
〃
烏
厨
諒
扁
の

勺
○
ロ
、
の
旨
軸
Ｆ
）
シ
ず
ぽ
匡
冨
日
日
、
戸
○
留
・
①
く
尉
匡
ず
四
口
・
彦
屋
〉
①
ぐ
○
一
・
）
勺
貰
尉
》

后
困
‐
巴
）
に
は
近
ご
ろ
英
訳
Ｐ
巨
即
且
の
口
（
弓
司
・
）
》
匡
巨
監
閂
‐

日
農
○
笛
‐
ｇ
倒
望
ヨ
ト
く
○
ケ
』
呼
鼻
①
』
里
．
己
器
‐
岳
ｇ
）
も
出
た
。
そ

の
ほ
か
に
、
上
掲
の
Ｏ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
書
（
○
宛
。
“
①
ロ
‐

ず
①
品
誼
口
耐
も
Ｈ
ｏ
匡
①
日
の
ｇ
の
鄙
ケ
ロ
』
』
旨
の
《
』
、
ｏ
声
の
ロ
而
言
さ
の
○
℃
言
の
》
』
＠
房
、
）

や
目
写
ス
チ
ェ
ル
バ
ッ
コ
イ
の
名
著
（
目
戸
些
呂
曾
冨
扇
ご
＊
自
席

○
の
具
『
巴
○
○
国
○
の
で
庁
５
国
且
国
巨
・
旦
巨
の
日
四
口
』
吾
①
戸
畠
①
四
口
目
頤
○
烏
吾
の

乏
○
己
口
冨
『
目
印
〕
Ｆ
ｏ
且
○
昌
追
④
畠
．
金
岡
和
訳
『
小
乗
仏
教
概
論
』
理
想

社
、
昭
和
三
八
年
）
も
参
照
す
べ
き
も
の
。
プ
サ
ン
は
「
色
（
穂
）
」

を
一
①
の
白
目
臼
の
、
と
し
「
色
（
処
）
」
を
汚
く
巨
匡
①
と
す
る
が
、

ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
は
前
者
を
烏
ｍ
陣
己
己
５
房
と
し
後
者
を
号
の

⑦
の
ｍ
の
扁
冒
①
と
す
る
な
ど
、
興
味
深
い
例
を
多
く
見
い
だ
せ
る
。

②
有
部
の
思
想
体
系
の
把
握
『
倶
舎
論
」
に
見
ら
れ
る
整
然

と
組
み
上
げ
ら
れ
た
有
部
の
思
想
体
系
を
、
ま
ず
大
観
し
て
、
明

確
に
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
、
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
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手
近
い
所
、
岩
波
講
座
『
東
洋
思
想
」
第
八
巻
を
繕
く
の
が
簡
便

で
あ
る
。
そ
の
第
Ｉ
章
の
四
（
梶
山
雄
一
槁
）
、
第
Ⅱ
章
の
３
（
加

藤
純
章
稿
、
特
に
そ
の
一
一
）
、
第
Ⅱ
章
の
５
の
１
（
櫻
部
槁
、
特
に
そ

の
一
）
を
一
読
す
れ
ば
、
且
時
閏
目
冨
に
必
要
な
基
礎
知
識
は
得

ら
れ
る
と
思
う
。
次
に
、
「
倶
舎
論
」
の
叙
述
の
緊
密
な
構
成
全

体
を
把
握
す
る
た
め
に
、
「
仏
典
講
座
』
肥
「
倶
舎
論
」
（
大
蔵
出

版
Ｋ
Ｋ
、
昭
和
五
六
年
）
第
二
篇
の
目
次
と
、
よ
り
詳
細
な
『
国
訳

一
切
経
」
毘
曇
部
妬
、
記
、
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
（
西
義
雄
訳
注
、

大
東
出
版
社
、
昭
和
五
三
年
改
版
）
の
目
次
と
を
参
照
し
つ
つ
、

カ
ー
リ
カ
ー

本
頌
本
文
に
基
い
て
、
み
ず
か
ら
の
倶
舎
論
い
旨
８
骨
を
作
成

し
て
見
る
の
が
、
一
つ
の
い
い
方
法
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ダ
ル
マ

③
「
法
」
の
理
論
凡
そ
経
蔵
の
本
義
を
明
ら
か
に
す
る
の
が

ア
ビ
ダ
ル
マ

論
蔵
の
役
割
で
あ
る
。
阿
毘
達
磨
論
師
は
自
由
な
思
想
家
で
は
な

い
。
阿
含
経
典
は
常
に
そ
の
所
与
と
し
て
あ
る
。
有
部
独
特
な

「
法
」
の
理
論
も
、
阿
含
の
中
の
第
一
テ
ー
ゼ
と
も
い
う
べ
き

「
諸
行
無
常
」
を
純
理
論
的
に
詮
明
し
よ
う
と
し
た
努
力
の
所
産

以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
視
点
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

て
、
ス
チ
ェ
ル
バ
ッ
コ
イ
の
上
掲
書
、
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
上
掲

書
な
ど
を
読
む
べ
き
で
あ
る
。

「
法
」
の
理
論
を
成
り
立
た
す
三
つ
の
要
素
が
あ
る
。
側
五
位

七
十
五
法
の
体
系
、
㈹
有
爲
法
の
刹
那
滅
性
と
三
世
実
有
性
、
㈱

法
の
因
果
性
（
六
因
・
四
縁
・
五
果
）
で
あ
る
。
い
に
つ
い
て
は
、

阿
含
に
も
見
え
る
名
目
と
有
部
阿
毘
達
磨
に
独
特
の
法
と
を
区
別

し
て
考
え
る
こ
と
、
有
部
論
耆
発
展
の
歴
史
の
中
で
七
十
五
法
の

体
系
が
そ
の
よ
う
に
定
ま
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
考
え
る
こ
と

と
が
要
点
。
㈹
に
つ
い
て
は
、
『
倶
舎
論
」
第
五
章
第
妬
‐
”
偶
の

釈
論
と
、
そ
れ
に
対
す
る
「
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
」
（
Ｔ
一
五
六
二

巻
五
一
、
五
二
）
の
批
判
と
を
、
対
比
し
て
考
究
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
る
の
が
よ
い
と
思
う
。
㈱
で
は
、
六
因
・
四
縁
・
五
果
に

図
式
化
さ
れ
る
以
前
に
立
帰
っ
て
、
法
の
因
果
性
を
考
え
る
と
、

そ
れ
は
四
種
に
類
別
で
き
る
。
㈲
極
め
て
広
い
観
点
に
立
っ
て
一

個
の
も
の
の
存
立
に
他
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考

え
る
場
合
の
因
果
関
係
、
⑤
、
先
な
る
因
が
後
な
る
果
を
生
ず
る

時
間
的
因
果
関
係
Ｉ
そ
の
一
つ
は
因
と
果
と
の
間
に
時
間
の
隔

た
り
の
な
い
場
合
、
他
の
一
つ
は
因
と
果
と
の
間
に
い
く
ば
く
か

の
時
間
の
隔
た
り
が
あ
る
場
合
ｌ
、
㈲
因
・
果
の
間
に
時
間
的

前
後
が
な
い
論
理
的
因
果
関
係
あ
る
い
は
相
互
依
存
的
因
果
関
係
、

仙
果
で
あ
る
が
因
を
も
た
ぬ
あ
る
い
は
因
で
あ
る
が
果
を
も
た
ぬ

無
爲
法
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
因
果
性
、
で
あ
る
。
阿
含
以
来
説

か
れ
て
き
た
「
縁
起
」
の
有
部
的
分
析
と
究
明
の
進
展
の
あ
と
を

そ
こ
に
見
得
る
で
は
な
い
か
。

側
業
論
「
倶
舎
論
」
に
見
え
る
業
論
の
大
綱
に
つ
い
て
か
つ

47



て
小
篇
を
草
し
た
（
雲
井
昭
善
編
『
業
思
想
研
究
」
平
楽
寺
書
店
、
昭

和
五
四
年
、
所
収
）
。
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
『
倶
舎
論
」
第
四
章

（
舟
橋
一
哉
『
倶
舎
論
の
原
典
解
明
』
業
品
、
法
蔵
館
、
昭
和
六
二
年
、

は
そ
の
原
文
よ
り
の
全
訳
と
そ
れ
に
対
応
す
る
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
疏
の
全

訳
）
の
論
述
の
中
心
線
を
辿
り
、
併
せ
て
、
有
部
と
パ
ー
リ
上
座

部
と
経
量
部
と
の
業
説
を
比
較
し
て
論
じ
た
舟
橋
一
哉
「
業
の
研

究
」
（
法
蔵
館
昭
和
二
九
年
）
を
繕
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
・

無
表
業
説
は
有
部
の
業
論
の
中
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
本
質
的
に
有
部
の
修
道
論
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
善
・
不
善
の
十

業
道
に
つ
い
て
『
倶
舎
論
」
が
二
○
偶
以
上
（
第
四
章
全
体
の
六
分

の
一
ほ
ど
）
を
も
費
し
て
詳
説
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
注
目
し
て

お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑤
実
践
修
道
論
こ
の
部
門
に
も
有
部
学
説
の
独
自
性
が
き
わ

立
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
戒
・
定
・
慧
と
い
う
仏
教
実
践
道
一

般
の
基
本
的
形
態
は
こ
こ
で
も
そ
の
根
抵
に
あ
る
が
、
見
・
修
・

無
学
の
三
道
説
に
せ
よ
、
順
解
脱
分
・
順
決
択
分
と
か
煙
・
頂
・

忍
・
世
第
一
法
の
四
善
根
と
か
四
諦
の
十
六
行
相
と
か
い
う
名
目

に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
有
部
独
特
の
も
の
で
あ
る
（
阿
含
の
中
に
も

パ
ー
リ
・
ア
ビ
ダ
ン
マ
の
中
に
も
そ
れ
ら
に
当
た
る
も
の
は
見
出

せ
な
い
）
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
大
乗
仏
教
玲
伽
行
派
の
論
耆

の
中
に
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

有
漏
の
六
行
観
に
よ
る
煩
悩
の
捨
断
と
い
う
考
え
方
も
注
目
さ

れ
て
よ
い
。
道
と
い
え
ば
本
来
無
漏
で
あ
る
。
無
漏
の
慧
に
よ
っ

て
煩
悩
の
減
を
得
る
こ
と
こ
そ
が
聖
道
で
あ
り
、
聖
道
以
外
に
別

の
道
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
有
部
主
流
の
論
師
た
ち
は
有
漏
の
道

と
い
う
も
の
を
認
め
、
有
漏
の
道
に
よ
る
煩
悩
の
断
を
認
め
る
。

こ
の
よ
う
な
有
部
独
自
の
名
目
や
独
自
な
考
え
方
の
生
ず
る
ゆ

え
ん
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
の
は
意
義
あ
る
こ
と
と
思
う
。

な
お
、
有
部
の
修
道
論
の
正
確
で
解
か
り
易
い
撮
要
が
国
・
ラ

モ
ー
ト
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
（
弓
ふ
認
‐
島
ｅ
に
見
え
る
。

３
思
想
史
的
連
関

有
部
の
教
学
説
研
究
に
「
倶
舎
論
」
か
ら
入
っ
た
と
す
れ
ば
、

必
然
に
、
そ
こ
に
そ
の
よ
う
に
纒
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
有
部
の
阿

毘
達
磨
学
の
長
い
伝
統
を
顧
み
る
要
が
生
ず
る
。
そ
こ
で
二
つ
の

系
列
が
考
え
ら
れ
る
。
『
阿
毘
曇
心
論
」
（
Ｔ
一
五
五
○
）
↓
『
雑

阿
毘
曇
心
論
」
（
Ｔ
一
五
五
二
）
↓
『
倶
舎
論
」
と
『
発
智
論
」
↓

「
大
毘
婆
沙
論
」
↓
『
倶
舎
論
』
で
あ
る
。

『
大
毘
婆
沙
論
」
は
あ
ま
り
に
大
部
な
ゆ
え
に
通
読
す
る
の
は

も
と
よ
り
容
易
で
な
い
し
、
そ
の
上
そ
の
論
述
が
整
然
と
体
系
化

さ
れ
て
い
な
い
ゆ
え
に
求
め
る
主
題
に
つ
い
て
そ
れ
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
箇
処
を
全
二
百
巻
の
中
か
ら
見
つ
け
出
す
の
に
も
困
難
を
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感
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
冠
導
本
の
導
註
は
そ
の
た
め
に
大
い
に
役

立
つ
。
国
訳
一
切
経
倶
舎
論
の
脚
註
で
そ
れ
を
見
る
こ
と
も
で
き

る
。
福
原
亮
厳
「
有
部
阿
毘
達
磨
諭
吉
の
発
達
」
（
永
田
文
昌
堂
、

昭
和
四
十
年
）
の
附
録
「
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
条
目
」
も
有
用

で
あ
る
。
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
索
引
』
毘
曇
部
上
（
大
正
新
脩
大
蔵

経
刊
行
会
、
昭
和
四
三
年
）
も
参
照
し
得
る
。
「
阿
毘
曇
心
論
」
な

ど
に
つ
い
て
「
国
訳
一
切
経
』
毘
曇
部
別
、
即
（
水
野
弘
元
ほ
か

訳
註
）
に
収
め
る
二
つ
の
「
解
題
」
、
英
訳
阿
毘
曇
心
論
（
。

弓
筐
の
日
の
ロ
￥
目
意
向
路
ｇ
ｏ
①
ｇ
三
里
§
ご
巴
○
の
）
即
匡
×
の
馬
、
．
届
計
）

に
附
す
る
ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
ｏ
ａ
幽
邑
○
①
は
有
用
で
あ
る
。

「
倶
舎
論
』
と
そ
れ
に
続
く
『
順
正
理
論
』
（
Ｔ
一
五
六
二
）
、

『
阿
毘
達
磨
蔵
顕
宗
論
』
（
Ｔ
一
五
二
七
）
あ
る
い
は
「
ア
ビ
ダ
ル

マ
の
と
も
し
び
』
な
ど
と
の
比
較
研
究
は
、
な
お
今
後
に
ま
つ
と

こ
ろ
が
多
い
。
『
順
正
理
論
」
に
つ
い
て
佐
々
木
現
順
「
阿
毘
達

磨
思
想
研
究
』
（
弘
文
堂
、
昭
和
三
三
年
）
、
同
『
業
論
の
研
究
』

（
法
蔵
館
、
平
成
二
年
）
な
ど
、
「
ア
ピ
ダ
ル
マ
の
と
も
し
び
」
に

つ
い
て
吉
元
信
行
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
』
（
法
蔵
館
、
昭
和
五
七
年
）

な
ど
も
あ
り
は
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
両
論
書
と
も
に
難
読

で
あ
っ
て
そ
の
研
究
に
は
「
倶
舎
論
」
本
文
の
正
確
な
読
解
が
必

須
の
前
提
に
な
る
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
コ
ッ
ク
ス
女
史
の
『
順
正

理
論
」
巻
十
二
１
巻
十
四
の
英
訳
（
。
ｏ
扁
茸
９
減
ら
§
具
＆

ロ
ゴ
閏
白
四
陸
固
胄
辱
、
巨
巳
・
言
里
目
犀
①
○
吋
后
、
ｏ
回
向
営
降
の
邑
。
①
》
の
目
‐

巳
四
面
冨
巨
○
四
８
国
巨
屋
言
８
言
○
口
○
四
ｍ
ｇ
の
目
①
、
旨
）

弓
○
ご
○
〕
ご
誤
）
は
こ
の
分
野
に
お
け
る
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。

次
に
、
世
親
自
身
に
よ
る
諸
述
作
を
、
『
倶
舎
論
』
を
起
点
と

し
て
、
有
部
↓
経
量
部
↓
琉
伽
行
派
と
い
う
思
想
的
展
開
の
線
上

に
配
す
る
こ
と
の
可
能
性
あ
る
い
は
妥
当
性
の
問
題
が
あ
る
。
そ

れ
は
古
く
か
ら
（
漠
然
と
）
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、

山
口
益
「
世
親
の
成
業
論
」
（
法
蔵
館
、
昭
和
二
六
年
）
が
出
て

『
成
業
論
」
の
著
者
世
親
の
立
場
を
経
量
部
師
と
断
定
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
た
感
が
あ
っ
た
。
一
方
、
同
じ

年
Ｅ
・
フ
ラ
ウ
ヴ
ァ
ル
ナ
ー
「
法
師
世
親
の
年
代
に
つ
い
て
」

ａ
目
の
○
鳥
口
邑
の
幻
。
日
凹
自
己
臼
）
が
出
て
、
倶
舎
論
主
世
親

と
琉
伽
行
派
の
論
師
世
親
と
が
別
人
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
こ
と

か
ら
問
題
は
や
や
複
雑
と
な
る
。
近
年
、
新
進
の
研
究
者
（
松
田

和
信
、
宮
下
晴
輝
、
本
庄
良
文
、
室
寺
義
仁
ら
）
に
よ
っ
て
、
チ
ベ
ッ

ト
語
訳
に
し
か
存
し
な
い
世
親
の
諸
著
作
の
研
究
が
大
い
に
進
展

し
、
そ
れ
ら
は
「
倶
舎
論
」
↓
『
釈
軌
論
」
↓
『
成
業
論
」
（
こ

れ
に
は
漢
文
訳
Ｔ
一
六
○
八
、
Ｔ
一
六
○
九
も
あ
る
）
↓
『
縁
起
経

釈
』
（
ご
く
一
部
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
が
引
用
文
と
し
て
存
す
る
）

の
順
序
に
世
親
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
、
と
い
う
論
断
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
最
後
の
も
の
は
『
摂
大
乗
論
』
に
対
す
る
世
親
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の
釈
論
と
関
連
す
る
所
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
倶
舎
論
」

「
成
業
論
」
「
唯
識
二
十
論
』
「
唯
識
三
十
頌
』
が
同
一
作
者
の
手

に
成
る
も
の
な
る
こ
と
は
夙
に
Ｌ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
に
よ

っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
君
国
【
の
○
野
且
閏
月
所
収
の
論
文
）
。
大

述
作
家
世
親
の
上
に
、
有
部
師
・
経
部
師
・
唯
識
派
論
師
の
三
態

を
見
る
見
方
は
、
ほ
ぼ
そ
の
裏
付
け
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
大
乗
論
典
の
側
か
ら
有
部
学
説
を
見
れ
ば
、
中
観
派

に
と
っ
て
そ
れ
は
所
破
の
第
一
で
あ
り
、
職
伽
行
派
に
と
っ
て
そ

れ
は
、
そ
の
術
語
組
織
を
と
り
用
い
て
新
た
な
意
義
を
附
与
し
、

新
た
な
教
学
を
生
む
基
盤
に
な
っ
た
も
の
の
ょ
う
に
見
え
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
有
部
教
学
の
長
い
歴
史
の
背
景
を
抜
き
に
し
て

は
、
大
乗
仏
教
の
思
想
史
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
な

れ
ば
こ
そ
『
倶
舎
論
」
は
大
乗
仏
教
圏
の
全
域
に
お
い
て
、
仏
教

教
義
の
基
礎
学
の
教
科
書
と
し
て
広
く
学
習
せ
ら
れ
た
。
「
聡
明

之
論
は
仏
教
之
礎
」
（
冠
導
倶
舎
論
に
附
し
た
山
岡
鉄
太
郎
の
こ
と
ば
）

で
あ
っ
た
。

一
方
、
有
部
の
教
学
と
仏
教
以
外
の
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
と
の
関

わ
り
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
『
倶
舎
論
』
の
中

に
外
教
諸
派
の
名
が
出
る
こ
と
は
少
な
い
。
留
日
匡
颪
．

く
か
豚
賜
時
四
〉
の
各
９
百
〕
冒
品
国
昌
冨
な
ど
あ
わ
せ
て
せ
い
ぜ
い

数
回
に
過
ぎ
な
い
。
巨
大
な
『
大
毘
婆
沙
論
」
の
全
篇
を
あ
さ
っ

て
も
十
な
い
し
二
十
回
ほ
ど
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
教
学
説
の
中
に

は
外
教
か
ら
の
影
響
に
よ
る
も
の
無
し
と
し
な
い
。
極
微
説
（
原

子
論
）
な
ど
は
よ
く
知
ら
れ
た
一
例
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
や
ヴ
ァ

イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
原
子
論
と
有
部
を
は
じ
め
と
す
る
仏
教
の
極
微

説
と
の
関
連
を
論
じ
た
も
の
に
坂
本
幸
男
「
阿
毘
達
磨
の
研
究
』

（
大
東
出
版
社
、
昭
和
五
六
年
）
Ｉ
の
一
お
よ
び
二
が
あ
る
。

す
で
に
十
年
ほ
ど
前
に
刊
行
さ
れ
た
平
川
彰
編
「
仏
教
研
究
入

門
」
（
大
蔵
出
版
Ｋ
Ｋ
・
昭
和
五
九
年
）
に
「
倶
舎
論
」
篇
（
田
中
教

照
稿
）
、
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
」
篇
（
加
藤
純
章
稿
）
が
あ
っ
て
、
委
曲
を

尽
く
し
て
い
る
の
で
、
以
上
は
そ
れ
に
あ
ま
り
重
複
せ
ぬ
範
囲
で

述
べ
た
。
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